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単元名 単元４　光・音・力　３章　力のはたらき（７時間）

本時の
ねらい

物体に力がはたらいているときの変化について理解する。（第１時）
力とその表し方について理解する。（第２時）

指導時期 ２月中旬～３月中旬

本時（第１、２時）の展開

北海道滝上町立滝上中学校
教諭 齋藤 愛花理

中学校 第１学年
理科 学習指導案

「指導者用デジタル教科書（教材）」を用いた授業展開例理科

単元の
ねらい

（1）�身近な物理現象を日常生活や社会と関連づけながら、光と音、力のはたらきについて
理解するとともに、それらの観察、実験などに関する技能を身につける。

（2）�身近な物理現象について、問題を見いだし、見通しをもって観察、実験などを行い、
光の反射や屈折、凸レンズのはたらき、音の性質、力のはたらきの規則性や関係性を
見いだして表現する。

指導者用デジタル教科書（教材）活用の意図・目的

活動内容 デジタル教科書・教材の活用

導入

◦「指導者用デジタル教科書（教材）」の初期画面を
開いてコンテンツを起動する。

◦「力のはたらき」について、小学校ではどのよう
なことを学んだのかを振り返る。

◦�まなびリンクの「これまでの学習のおさらい」を用いて、
小学校での学びを振り返る。

　これまで、物体の運動の様子が変わるという生徒にとって当たり前の現象から、物体には目に見えない「力」
がはたらいているという理解につながらない生徒が一定数見受けられた。
　そこで、本単元では「指導者用デジタル教科書（教材）」を活用し、物体の運動の様子を動画や写真、図で多
数提示することで、目に見えない「力」が物体にはたらいていることをイメージさせやすくなると考えた。「NHK 
for School リンク集」の動画を活用すると、物体の運動の様子の変化を直感的に捉えることができる。また、
写真や図に直接書き込むことができるため、矢印を用いた力の表し方を身につけたあと、前時に用いた写真や図
を再提示して矢印を記入することで、改めて物体の運動の様子と「力」の関係性を振り返ることができると考えた。



2
©2025 KYOIKU-SHUPPAN CO.,Ltd.All Rights Reserved

活動内容 デジタル教科書・教材の活用

導入

⃝�物体の運動の様子が変化する場面を思い浮かべ、
どのように変化するかを話し合う。
　 T ：�野球のバットやボールは、どのように運動し

ますか？
　 S：�投げられたボールがバットに当たって反対方

向に飛ぶ。
　 S：�ボールが変形する。

⃝�「話し合おう」に沿って、どのような現象が生じ
るか話し合う。
　 T ：�テニスボールはどうなりますか？
　 S：�止まっていたボールが動き出す。
　 S：�てのひらにのせたらボールは止まっている。

ボールが支えられている？

⃝物体に力がはたらいているときの物体の運動の様
子の変化についてまとめる。

◦�野球のバットでボールを打つときにバットやボールに生
じる現象を、p.242にある「NHK for Schoolリンク集」
の動画「野球のボールの変形と力」で確認する。

◦�「話し合おう」を拡大提示する。

展開

【課題】
物体にはたらく力を表すには、どう表現すればよい
だろう？

⃝�「やってみよう」を通して、力のはたらきが三つ
の要素で決まることを見いだす。

⃝力を矢印で表す方法を確認する。

⃝力の大きさと単位、重力について確認し、力の表
し方について理解を深める。

◦�p.244の「やってみよう」を拡大提示する。

◦�図２、図３を提示しながら、力の表し方をイメージする。

◦�p.245の図５、図６を提示しながら、矢印のかき方をイ
メージする。
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指導者用デジタル教科書（教材）を活用したことで得られた効果

【指導者側が得られる効果／メリット】
　教科書をそのまま提示できるだけでなく、各コンテンツに直接つながるため、動画や写真、図版などの教材を
準備する時間が短縮できた。また、授業では、生徒に提示したい写真や図版を拡大して見せたり、写真や図版に
直接書き込みながら生徒に提示したりすることができるため、紙の教科書を使用するときに比べて、授業の中で
おさえておきたい知識や技能をクラス全員で確認しやすくなったと感じた。

【学習者側に与える効果／メリット】
　教科書の写真や図版を拡大して提示することができるため、学習者自身が、今は何を学習しているのか、何を
考える時間なのか、どんな実験方法なのか等を確認しやすくなり、授業の流れに乗って思考しやすくなったと感
じた。

活動内容 デジタル教科書・教材の活用

展開

⃝�演習を行い、力の表し方を確認する。 ◦�p.245の「演習しよう」の「操作」アイコンを押して、「力
の表し方」を起動する。矢印を引き、力の表し方を確認
する。

　そのあと、紙面タブで「解答」アイコンを押して、解答
を確認する。

まとめ

⃝��授業を通してわかったことをまとめる。

【矢印を使った力の表し方】
１．作用点をかく。
２．力の向きに矢印をかく。
３．力の大きさに比例させた長さの矢印をかく。

⃝��p.243の図１のテニスボールの写真に矢印をか
き、ボールにどのような力がはたらいているか
を考える。

◦�p.243の図１を拡大し、
ツールバーの「どうぐ」
にある「図形・スタンプ」
機能で作用点と矢印を
書き込む。


